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子
ど
も
た
ち
の
生
活
全
体
を
見
直
し
、
ゆ

と
り
の
あ
る
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

個
性
を
活
か
し
な
が
ら
豊
か
な
自
己
実
現
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
「
ゆ
と
り
」
を
確
保
す
る
中
で
、

学
校

・
家
庭

・
地
域
社
会
が
相
互
に
連
携
し

つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
体
験
、
社
会
体

験
や
自
然
体
験
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力

や
豊
か
な
人
間
性
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度

四
月
か
ら
完
全
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

体
験
活
動
の
一
環
と
し
て
北
平
分
館
で
は

五
月
十
一
日

(土
)
小

中
学
生
と
保
護
者
、

地
域
の
方
々
約
四
十
名
の
参
加
に
よ
り
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
と
道
路
側
溝
の
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
清
掃
後
の
道
路
を
見
る
と
、
道
幅

が
広
く
な
っ
た
と
錯
覚
を
起
こ
す
ほ
ど
見
違

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
方
々
一
人
ひ
と
り

が
人
生
の
先
生
と
し
て
、
学
校
教
育
で
は
学

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
知
識
や
子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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任理金!置E詔百首~リF3長

あなたは、合併する場合にどのようなことが心配

ですか。(複数回答可)

問3

果
F
結

同
YJ
討

密
集

車
中

あなたの年齢をお答えください。

20代 30代

問1

住民の意見が行政に反映しにくくなる
役所(場)が遠くなる
自分たちの住んでいる地域の名前が、なくなる
中心部だけが、発展して、自分たちの地域が取り残さ
れる
心配はない
わからない

ア
イ
ウ
工

40代
9‘9% 

50代
12.7% 

70代以上

39.1% 

オ
カ

オ. liAlcはない
5‘0% 

ウ.地域名カ昔、

なくなる
8.5% 

あなたは、合併した場合にどのような効果がある

と思いますか。(複数回答可)

経費削減により行政の効率化が図られる
厳しい財政状況のなか、財政基盤が強化される
合併を機会に地域が発展する
わからない

60代 23.9%

間2河辺村が合併する場合、どのような形が望ましい

と思いますか。

問4

ア
イ
ウ
エ

基本パターン(河辺村、肱川町、五十崎町、内子
町、長浜町、大洲市)
その他のパターン(河辺村、肱川町、五十崎町、
内子町)
その他、意見があれば記入してください

ア

イ

ア.経費削減
28.6% 

ア.基本パターン
63.0% 

無回答

ウ

ウ，地域発展

5.4% 

恒
例
の
河
辺
村
消
防
出
初
式

が
、
三
月
二
十
四
日
に
河
辺
中
学

校
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
回
復
に
向
か
い
、
来
賓
や

地
域
住
民
の
見
守
る
中
、
ポ
ン
プ

操
法
や
は
し
ご
操
法
、
小
隊
訓
練

で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
河
辺
村
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「
風
船
飛
ば
し
」
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
絵
や
願

い
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
風
船

が
一
斉
に
大
空
に
放
た
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
消
防
庁
長
官
表

彰
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
等
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

O
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

本

部

団

長

松

本

意

思

男

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章

第
一
分
団
分
団
長

勤
続
章

本
部
団
長

第
三
分
団
分
団
長

第
二
分
団
班
長

第
一
分
団
団
員

上
林

松
本
意
思
男

虞

田

玉

喜

上
久
保
定
夫

宮

岡

清

孝

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章

第

三

分

団

部

長

請

田

竹

男

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

第
一
分
団
副
分
団
長
長
田
勇

勤
続
章

第
一
分
団
団
員
篠
原
正
一

第

一

分

団

団

員

松

林

一

美

第
四
分
団
団
員
竹
本
幸
太
郎

O
無
火
災
分
図
表
彰

(
期
間
平
成
十
ゴ
一
年
中
)

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

家
族
内
助
の
功
労
者

松
井
修
団
員
夫
人
松
井

O
河
辺
村
長
感
謝
状

後
援
会
功
労
者

第
二
分
団
後
援
会

清
水
マ
サ
子

ヌ1
'l主、

正
子紙風船に願いを込めて
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開辺村行政組織一覧表 (平成14年4月1日現在)

秀長一 稲田

総務消防・会画係一一一係長(兼)一藤田 豊寿
企画係(市町村合併担当) 主 事一一一上川 靖娃
総務係一一一一一主事一一一大森直人
財政係一一一一一一係長(業)ー富永重則
庶務係一一一一一一主任一一一井脇敏恵
商工・観光係一一一一一主事一一一田中 琢男

技手一一一富永忠 寿
技手一一角藤喜久 雄
技手 久保龍哉

昭
寿
則

豊
重

英畠

課一一一一課 長一一高木
課長補佐一一一藤田

一一一富永

役一河野

手主

十
一
一
ト

主
力

J

J

主
日

マ事

q

f

f

々
事
m
T

税課一一一一課 長一一一長岡 勇
課長補佐一一一高橋サヱ子

民

戸

生係一一一一一一係長(兼)一河本 治
。 一一一一一一主査一一福宮ひかる

介護保険係一一一一一一係長(兼)一智葉雅敬
年金係一一一一一一主事一一一国井 悟
衛生係 主任 石 浦陽
国保係一一←一一一係長(兼)ー土居美栄子
保健師 尾崎美香

民課一一一一課 長一一一河本 治
課長補佐 土居美栄子

一一一智葉雅敬

祉

ごム
Jロ老人福祉センタ一所長(兼)一一一河本

居宅介護支援事業所
介護支援センター

-ia: 
薫美

也
介
明
英
明
士
山
ニ
浩
敏

哲
祥
和
富
裕
耕
健
貴
匡

農林振興係一一一一一一係 長一一一本門
一一一一一一主任一一一五頭
一一一一一一主任一一一山本

農林土木係一一一一一一係長(兼) 谷本
一一一一一一主査一一一寺野

設係一一一一一一主任一一員田
主事 児玉

村直営係 技手一一一藤岡
一一一一一一一技 手一一一古野

友
山

有
本

介護支援専門員
保健締

光
英
幸

盛
富
寿

産業建設課 課長 長岡
課長補佐一一一谷本

一一一沓本

建

任一一←奥平美香江
富永栄子
高木千津野
高橋和恵

員 主
師

務
護
。
。

古唱者
所一一一一所 長 大塚奈穂子

事務長(兼)ー河本 治
療ーか

ログ

明

恵子員一一一一一一主車内出室一一一一出納室長一一一福見都志子

義雪

納出

長一一一梅木キヨカ
手一一一渡部磯若
手一一一北地富美雄

ミッシ工ル・キャリガ一
任ー十一久保雅樹
査 河野真由美

大和田和敏

係
技
技
一
主
主

一

一

一

一

二

事

一
一
一
手
一
一
主

一

-

一

助

二

育

系

尊

系

役

{
i
f
-
-

育

指

育

会

陥
以

0

0

玉
ロ
時
以

0
4
1

S
宰

歪

日

，

B
宰

会

T

校

国

会

遣

学

外

社

派

富雄E
Z
 

上長

拙宗

課一一一一課育教

富雄民関公

富雄学校給食センター 所長(兼) 上野

諭 小川幸重
諭一一一菊地久美子

教
教

河辺幼稚園

~
由
叫敏美和 書記(兼)一井脇清明一一一一一一事務局長一一一一新田.議会議長一一一一本山

哲也寿幸一一一一一一書記(兼)一本門吉彦一一一一一一事務馬長(兼)一一谷本国農業委員会一一一一梶川

豊寿昭一一一一一一書記(業)一藤国回選管委員長一一一一増本喜久男一一一一一一書記長(兼)一一高木

敏恵義和一一一一一一書記(兼)一井脇

優

弘一一一一一一補助職員(兼) 新田

事務長心得 樺井

闇代表監査委員会一一田中

.かわかみ荘



司
直
面
旦
直
両
国

大
教
育
委
員
会

委

員

長

久

保

義

雪

職

務

代

理

梅

木

幸

男

委

員

本

田

八

千

代松
本
意
思
男

女
公
民
館
運
営
審
議
会

委

員

長

二

宮

守

副

委

員

長

有

友

幸

寿

委

員

西

山

富

治

雄山

本

綾

佳

篠

原

絹

栄

露
内
テ
ル
コ

河
野
カ
ズ
ヱ

児

玉

健

二
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徳稲清大
見 森水 野

和善美盛
也幸孝喜

富
重 靖

山児
崎 玉

健健

古

野

光

子

露
内
テ
ル
コ

河
野
カ
ズ
ヱ

書本
野山

公純
英 主

副

会

長

篠

原

絹

栄鎌
田
八
重
子

女
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

有

友

副

会

長

松

本

大
行
政
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

1/ 

久 幸
雄寿

花新 森岡
岡 田 川 井

利重
光清生洋

※
河
辺
駐
在
所

※
河
辺
小
学
校

巡査部長

田中俊司

(松山東署より)

校長
かまだやえ

鎌田八重子

(五十崎小より)

え
恵
り

つ
津
よ

な
奈
小

諭
日
内
滝

(
村
山
由

u

g

(

 

※
河
辺
中
学
校

※
河
辺
郵
便
局

※
北
平
郵
便
局

主任

説舟誌記
(大洲東中より)

お
雄
り

じ
治
よ

ふ
富
小

長
村
山
子

宮
U

西
内

教諭

矢書 訴
(内子中より)

講師

三好志佳

(河辺小より)

総務事務官

同崖握訴
(新採)

制
也
)

宮

μ
喜

採

鞠
村
山
新

繍
M

上

(

氏
名
、
保
護
者
、
将
来
の
夢
の
順

経免展未
f生見康範

木積み

議fd選対i
森川龍治
電車の運転手

吉 田 将大
吉田 満

仮面ライダー

田中 咲 希
田中敬二

お仕事のできる人

つるたに たくと

鶴 奇拓人
鶴奇さっき

ブランコ

刊
介
聖
ご

け

t
戦

仲
宮
宮
山
巾

べ
福
福

E

大

分

館

植
松
八
刀
館
長

坂
本
分
館
長

大
伍
分
館
長

北
平
分
館
長

女
体
育
指
導
委
員

大

富

修

二

・

塚

野

寺

野

裕

明

・

高

木

大
館
報
編
集
委
員

玉

井

縁

・

久

保

千

江

子

中

尾

秀

信

・

高

木

昭

大
青
年
団

団

長

副
団
長

女
婦
人
会

会

長

副
会
長

女
P
T
A
連
合
会

会

長

副
会
長

住み未詰斗
佐々木健仁

お母さんのようなお仕事

み
美
也

あ
臣
ヨ
J

台

圃

F
I
l
l
-ノ

玉川
V

H
本
本
十

時
山
山

1

ほんかど さ吉

本門紗妃
本 門 哲也

ピアノの先生

必0iffia;i伊

たにだななみ

奇田菜々美
奇 田 泰 亮

包丁が使える人

ふじた がずや

藤田和弥
藤田豊寿

お父さんのようにパソコンの使える人
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連
日
の
阪
神
の
好
調

で
超
満
員
の
甲
子
園

(
阪
神
対
横
浜
戦
)
に

始
ま
り
、
海
遊
館
、
清

水
寺
、
奈
良
公
園
、
エ

キ
ス
ボ
ラ
ン
ド
と
、
い

つ
も
元
気
一
杯
の
三
年

生
十
名
は
精
力
的
に
修

学
旅
行
を
楽
し
み
ま
し

た。
京
都
一
日
自
主
研
修

で
ほ
一
月
前
か
ら
入
念

な
準
備
を
重
ね
て
い
た

も
の
の
、
道
に
迷
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
。
地
図
を
に
ら
ん
で

話
し
合
っ
た
り
、
地
元

の
人
に
尋
ね
た
り
、
そ
れ
も
よ
い

経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
生
徒

は
か
な
り
の
距
離
を
歩
い
て
疲
れ

て
い
た
は
ず
で
す
が
、
パ
ス
で
は

わカヨ

お
年
寄
り
に
気
持
ち
よ
く
席
を
譲

る
さ
わ
や
か
な
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。雨

を
覚
悟
し
て
い
た
四
日
目
も

奇
跡
的
に
晴
れ
、
ま
た
雨
の
予
報

の
た
め
か
す
い
て
お
り
、
今
年
初

め
て
組
み
入
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

劇
団
D
A
N
D

A

N
の
活
動
も
、

五
年
自
に
な
り
ま

平成14年 5月25日(5) 

す。
今
回
の
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
家

庭
内
に
お
け
る
人
権
問
題
、
そ
し

て
家
事
や
育
児
そ

し
て
仕
事
の
上

で
、
女
性
と
男
性

と
の
問
で
起
き
る

人
権
問
題
等
に
つ

い
て
上
演
し
ま
し

た。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
見
て
何
か

感
じ
取
っ
て
い
た

だ
い
た
ら
幸
せ
で

す。

熱演中です

ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
バ
ン
で
も
十
分
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
も
幸
運
に
恵
ま
れ
た

四
泊
五
日
。
子
ど
も
た
ち
の
胸
に

思
い
出
と
し
て
い
つ
ま
で
も
残
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

鹿に遊ば‘れています

舞妓さんと

ゃね(まし溢fg

感動のフィナーレ

ふ
る
さ
と
に
望
む

息子さんと一緒に

新
居
浜
市
横
水
町

加

茂

祥

司(
天
神
出
身
)

中
学
を
卒
業
と
同
時
に
河
辺
を
離
れ
て
早
や
十
八
年
余
り
が
た

ち
、
ま
た
、
仕
事
柄
色
々
な
町
に
住
み
ま
し
た
が
、
私
の
古
里
は

河
辺
村
た
だ
ひ
と
つ
で
す
。
ム
7

は
月
に
一
度
程
度
帰
っ
て
い
ま
す

が
目
的
は
、
河
辺
に
二
人
で
暮
し
て
い
る
両
親
に
孫
の
顔
を
見
せ

る
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
私
自

身
が
ふ
番
河
辺
に
帰
り
た
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
私
の
家
族
も
河
辺
に
帰
る
こ
と
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
河
辺
に
帰
り
臼
然
に
ふ
れ
、
人
に
ふ
れ
河
辺
の
方

言
を
聞
い
て
、
よ
し
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
元
気
を
も
ら
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
河
辺
を
離
れ
河
辺
の
良
さ
や
、
占
里

の
あ
り
が
た
さ
が
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今
は
色
々
な
事
が

便
利
に
な
り
色
々
な
物
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
が
、
自
然
と
か
、

人
の
温
さ
は
ほ
し
く
て
も
手
に
人
ら
な
い
事
が
多
い
で
す
が
、

河
辺
に
は
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
私
も
昔
は
な
に
も
な
い
田
舎
が

い
や
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
河
辺
を
離
れ
、
自
分
に
家
肢

が
で
き
て
、
帰
れ
る
古
里
、
子
ど
も
に
自
慢
の
で
き
る
吉
里
が

あ
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
一
川
辺
に
暮
し
て

い
る
、
小
学
生
や
中
学
生
も
、
白
分
の
古
里
河
辺
村
の
ご
と
を

大
切
に
、
ま
た
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
と
な
か
な
か
そ
の
良
さ
が
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
ま
に
帰
っ
て
く
る
か
ら
そ
う
思
う
の
だ
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
う
れ
し
い
時
、
つ
ら
い
時
、
温
く
待
っ
て

く
れ
て
い
る
古
里
河
辺
村
が
あ
る
ご
と
を
私
は
と
て
も
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
c

い
つ
も
河
辺
か
ら
帰
る
時
に
は
、
家
族

み
ん
な
で
い
い
ま
す
。
「
ま
た
帰
っ
て
く
る
け
ん
ね
。
」
と
。
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ありがとうございました 大塚奈穂子

新婦が一雨ごとに力強さを増し、一年で最も過

ごしやすい時期が到来しました。私(大塚奈穂子)

が診療所に赴任して、はや 2年が過ぎようとして

います。今回はこの場をお借りして、皆様に転勤

のご挨拶をさせていただきます。

5月いっぱいで河辺村診療所を離れ、愛媛県立

中央病院で研修する機会を与えられました。思え

ば2年前の 6月、医師としての経験も浅い、子連

れの女医を、温かく迎え入れて下さった村長さん

はじめ村民の方々、また文字通り「身体をあずけ

てJ下さった患者さん方には、お礼の仕様もあり

ません。本当にありがとうございました。

日々の診療を通じて、患者さんの考え方や心の

よりどころを学び、よりよい医療のあり方を考え、

地域や社会の状勢に目を向けるといった、一勤務

医としての視点を超えた、人間的な成長を実感す

ることができました。同時に、自分の原点である

医学を志す動機、「地域医療への情熱Jを再確認

し、確固たるものにできたと感じています。

河辺での 2年間は、医療を様々な視点でとらえ

る方法を学び、行政・福祉スタッフとの連携によ

る展開の充実感とは別に、自身の未熟さ、無知と

常に直面する 2年間でもありました。 6月からの

研修で少しでも知識や技術を補い、それを再び地

域に還元できるよう努めたいと思います。 2年間、

ありがとうございました。

証dE静:1臥誌にち時錦騨聴すfo)
塾 ~ほほえみは回復楽 1--- 昼

大洲保健所では今年度も次の相談を行います。

日頃悩んでいる方、お気軽にご相談ください。

0女性の健康相談(生涯を通じた女性の健康に関する相談)

実施日時:毎月第3木曜日 16:00~ 17:00 

6月20日 7月18日 8月15日

9月19日 10月17日 11月21日

12月19日 1月16日 2月20日

3月20日
実施場所・大洲保健所

担当者市立大洲病院

保健師

美穂城戸産婦人科医師

0思春期保健相談(思春期の子どもに関する相談)

実施日時:毎月第4木曜日 13:00~ 16:00 

6月27日 7月25日 8月22日

9月26日 10月24日 11月28日

12月26日 1月23日 2月27日
3月27日

実施場所:大洲保健所

担当者:力ウンセラー

力ウンセラ一

保健師

長谷川美和子(偶数月)

伊貫上朋子 (奇数月)

※電話予約が必要です。

相談料は無料です。

なお、河辺村でも随時ご相談をお受けしています。どう

ぞお気軽にご相談ください。

児
童
子
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
こ
の
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資

質
の
向
上
を
目
的
と
し
ま
す
。

支
給
の
対
象
は
、
小
学
校
就
学

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
第
一
子
及
び
第
二
子
に
つ
い

て
は
月
額
五
千
円
。
第
一
二
子
以
降

に
つ
い
て
は
月
額
一
万
円
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
死
別
等
に

よ
り
父
親
と
生
活
が
同
一
で
な
い

児
童
が
養
育
さ
れ
る
家
庭
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
促
進
す
る
た

め
、
こ
の
手
当
を
支
給
し
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金
と
は
?

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
す

べ
て
の
人
々
に
共
通
の
基
礎
年
金

を
支
給
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
日
本
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
人
は

す
べ
て
国
民
年
金
の
加
入
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
(
国
民
の
義
務
)

ま
た
勤
め
て
い
る
方
は
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る

と
と
も
に
、
国
民
年
金
に
も
加
入

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
国
が
運
営

童
並
び
に
精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童

に
こ
の
子
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
該
当
す
る
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
児
童
子
当
に
つ

き
ま
し
て
は
、
出
生
か
ら
小
学
校

就
学
前
ま
で
。
児
童
扶
養
手
当
に

つ
き
ま
し
て
は
、
該
当
に
な
っ
た

時
か
ら
十
八
歳
ま
で
。
た
だ
し
、

学
生
で
あ
る
場
合
に
は
卒
業
時
ま

で
。
特
別
児
童
扶
養
子
当
に
つ
き

ま
し
て
は
、
該
当
に
な
っ
た
時
か

ら
二
十
歳
ま
で
。
た
だ
し
、
学
生

で
あ
る
場
合
に
は
卒
業
時
ま
で
で

す。
こ
れ
ら
の
各
子
当
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
、
ま
た
、
申
請

を
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

し
、
皆
さ
ん
の
老
後
の
所
得
を
老

齢
基
礎
年
金
と
い
う
形
で
保
障
す

る
ほ
か
、
万
一
病
気
や
け
が
な
ど

が
原
因
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
に

そ
の
障
害
の
状
態
が
続
く
限
り
、

障
害
基
礎
年
金
と
し
て
所
得
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
さ
れ
た

場
合
、
残
さ
れ
た
家
族
に
対
し
て

も
、
一
定
の
要
件
の
も
と
遺
族
基

礎
年
金
と
し
て
保
障
す
る
も
の
で

す。
つ
ま
り
、
国
民
年
金
制
度
は
、

収
入
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
支
給

し
、
そ
の
生
活
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。



第 149号

〈
後
か
ら
費
用
が

払
い
戻
さ
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
〉

fミ

O
福
祉
用
具
購
入
費

購
入
の
際
は
、
い
っ
た
ん
全
額

を
支
払
い
、
後
に
費
用
の
九
割
を

村
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け
ま
す
。

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
福
祉
用

具
は
五
種
類
で
す
。

一
腰
掛
便
座

ニ
.
特
殊
尿
器
(
尿
が
自
動
的
に

吸
引
さ
れ
る
も
の
)

三
，
入
浴
補
助
用
具
(
入
浴
用
い

す
、
浴
槽
用
手
す
り
、
浴
槽
内

い
す
等
)

同

簡

易

浴

槽

王
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の

部
分

利
用
者
は
料
金
の
一
割
を
支
払

い
ま
す
。
年
間
十
万
円
を
限
度
と

し
て
購
入
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

(
自
己
負
担
額
を
含
む
)
。

わ力、平成14年 5月25日

O
住
宅
改
修
費

改
修
の
際
は
、
い
っ
た
ん
全
額

を
支
払
い
、
後
に
費
用
の
九
割
を

村
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け
ま
す
。

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
住
宅
改

修
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
.
手
す
り
の
取
付

ニ
.
床
段
差
の
解
消

(7) 

一
二
.
滑
り
の
防
止
お

ιぴ
移
動
の

円
滑
化
等
の
た
め
床
材
の
変
更

(
畳
か
ら
板
敷
き
へ
変
更
、
浴

室
を
滑
り
に
く
い
床
材
へ
変
更

等
)

四
.
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
替

王
洋
式
便
器
等
へ
の
取
替

六
.
そ
の
他
、
各
工
事
に
付
帯
し

て
必
要
な
工
事

利
用
者
は
料
金
の
一
割
を
支
払

い
ま
す
。
一
一
十
万
円
を
限
度
と
し

て
改
修
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
自
己
負
担
額
を
含
む
c

原
則
と

し
て
一
同
だ
け
の
支
給
。
)

※
事
前
申
請
が
必
要
で
す

一

寄

付

一

こ
の
度
、
明
屋
書
居
中
央
通
脂

山
岡
文
江
庖
長
よ
り
、
総
合
百
科

事
典
「
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
」
(
全
十

一
一
巻
)
を
中
学
校
図
書
室
に
寄
付

し
て
項
き
ま
し
た
。

今
後
、
「
総
合
的
な
学
習
』
の

時
間
に
活
用
さ
せ
て
項
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
山
岡
白
長
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
河
辺
中
学

校
で
講
演
を
し
て
項
く
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

私
は
茶
道
の
べ

ん
き
ょ
う
を
二
一
年

前
に
は
じ
め
ま
し

た。
ア
メ
リ
カ
に
大

学
校
で
先
生
は
ア

メ
リ
カ
人
で
す
。

ウ
エ
ッ
ブ
先
生

は
き
ょ
う
と
の
う

ら
せ
ん
け
で
な
ら

い
ま
し
た
。
そ
し

て
私
は
二
年
間
う

ら
せ
ん
け
を
し
ま

し
た
。
で
も
日
本

(
肱
川
町
)
の
か
め

田
先
生
は
お
も
て

せ
ん
け
の
先
生
で

す
。
両
方
の
う
ら

と
お
も
て
は
と
て
も
み
わ
く
て
き

で
す
。
さ
ど
う
の
ふ
く
ざ
つ
で
し
ず

か
な
う
ご
き
は
私
を
平
せ
い
な
気

持
ち
に
し
ま
す
。
そ
れ
に
べ
ん
き
ょ

う
は
た
の
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

か
め
田
先
生
は
し
ん
せ
つ
な
先
生

で
す
。
お
ち
ゃ
の
べ
ん
き
ょ
う
し

て
き
ょ
う
と
へ
い
き
た
い
で
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

(
原
文
の
と
お
り
)

去、y シ工)~(j)コーた品

生ひあ
合とな

蚕た
救 lさ
言守
する
か

ぼ
う
応
急
事

突
然
、
あ
な
た
の
家
や
職
場
で

け
が
人
や
病
人
が
発
生
し
た
ら
・•• 

呼
吸
が
止
ま
っ
た
!
脈
が
触
れ
な

い
!
出
血
が
止
ま
ら
な
い
!
こ
ん

な
と
き
、
そ
の
場
に
屈
合
わ
せ
た

人
の
応
急
手
当
が
生
命
を
救
う
た

め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

川
上
支
署
で
は
次
の
口
程
で
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
c

な
お
、
こ
の
日
程
以
外
で
も
受

講
を
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

程〉

平成14年 7月22日(月)
午後 1時30分

平成14年 9月24日(火)
から

平成14年11月25日(月)
午後 4時30分

「一平成15年 1月27日 (月) ( 3時間)

平成15午 3月24日(月)

日習《講

1(2:救急車を呼ぶ 1 

-rl 
③気道を確保する

亀田先生と

|心肺蘇生法の事 I1慎|

⑤人工呼吸 I I①意識を調べる

大洲消防署川上支署会議室

心肺蘇生法・大出血時の止血

実施場所

講習内容

⑦心臓マッサージ

よ
ドß)l[，'~市蘇生法の実施

(長
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6 月 7 月
l 骨粗しよう症検診

2 健康相談

3 集会所検診 (川崎 ・百合谷)

健康相談郡中学総体 4 
5 

6 

7 道路愛護一日奉仕作業

8 

9 

心配ごと相談 10 心配ごと相談

11 
集会所検診(竹の瀬・名場連) 12 

郡中学陸上大会 晶齢者教室 13 

14 施設清掃

15 

国際交流集会 16 健康相談

17 

健康相談 18 

19 

村議会定例会 20 

21 

22 

分館対抗バレー大会 23 

新エネルギー教室 24 

心配ごと相談行政相談
25 

心配ごと相談行政相談

健康相談 (竹の瀬 ・名場連)

26 

27 

健康相談 (用の山 ・神納) 28 

29 

30 

31 集会所検診(二久保・植松)

わくわく 一∞ーセミナー
未定

軽スポーツ教室

インフォメーション
•••••••••• 
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.

 畠

み
な
さ
ん
カ
ラ
ダ
動
か
し
て
ま

す
か
?
白
鳥
会
で
は
、
会
員
み
ん

な
が
無
理
を
せ
ず
に
、
ム
キ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
和
気
あ
い
あ
い

と
ス
ポ
ー
ツ
し
て
ま
す
。

力、第 149号

……火
権
毅
宙
服
絞
殺
…必
ズ
………
一間

少
し
前
の
出
来
事

白鳥のように…

「怪
人
二
十

一
面
相
」
が
世
間

を
騒
が
せ
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る

新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
た

一
九
八
四

(
昭
和
五
十
九
)
年
、
テ
レ
ビ
の

中
で
は

「
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
」
が

走
り
回

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る

『
ロ
ス
疑
惑
』
に
つ
い

て
朝
か
ら
晩
ま
で
マ
ス
コ
ミ
が
取

り
上
げ
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
日
本
中
が
騒
が
し
か
っ
た

こ
の
年
、
在
日
外
国
人
を
相
手
に

起
こ
さ
れ
た
あ
る
裁
判
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
一

人
の
ア
メ
リ
カ
人

女
性
が
、

当
時
日
本
で
住
む
外
国

人
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た

『指

紋
押
な
つ
』
を
拒
否
し
た
た
め
に
、

外
国
人
登
録
法
違
反
に
問
わ
れ
て

い
た
事
件
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し

た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
女
性
の
行

為
を
有
罪
と
し
ま
し
た
。
ま
た
別

の
裁
判
所
で
も
、
指
紋
押
な
つ
を

拒
否
し
た
韓
国
人
男
性
に
対
し
て

有
罪
の
判
断
を
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
出
来
事
に
よ
り
指
紋
押

な
つ
拒
否
運
動
は
全
国
的
に
広
が

り、

一
九
九
一二

(
平
成
五
)
年
に

施
行
さ
れ
た

『改
正
外
国
人
登
録

法
』
で
は
、
永
住
し
て
い
る
外
国

人
に
限
っ
て
、
指
紋
押
な
つ
の
義

務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

令

せ

い

v

三

春

雨

曹

を

一

斉

に

木

々

の

芽

待

ち

わ

び

て

件

司

こ

ず

え

い

ぷ

き

H

州

梢

白

々

患

吹

た

だ

よ

っ

清

水

孝

州

特
申
零
き
三
朝
白
息
吐
き
つ
つ

出

る

家

族

仲

間

無
事
を
祈
り
て
吾
は
見
送

る

清

水

菊

江

附

仲
暖

暖

空

き

秋

と

思

い

し

つ

か

の

間

に

仲

柿

木

枯

り

し

身

に

泌

む

匁

一の

お

と

ず

れ

岡

崎

慶

磨

呂

州

司

き

れ

っ

こ

は

だ

H

L
F

た
い
さ
ん
ぽ
く

令

付

泰
山
木
に
寒
風
の
吹
く

山
本
力
シ
子
刑

制
春
き
ち
か
き
せ
せ
り
ぎ
の
音
く
ぐ
も

り

で

州

LF

こ

ぴ

v

仲

木

も

れ

陽

の

も

と

さ

さ

や

き

て

お

り

増

本

喜

久

男

付

ト

i

ね

む

ト

仲

残

し

て

く

れ

た

母

永

眠

る

里

大

野

勇

仲

桝
力
小
久
々
々
山
に
集
い
し
子
り
と
語
b
い
て

一

制

仲

静
か
に

九山
け
ゆ
く
山
里
の
b
A

一

大
野
伊
都
子
州

「
白

川

・

3
・
什

(
至

は

・

5
・
叩

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
指
紋
押
な

つ
で
は
な
く
本
人
の
署
名
や
写
真

な
ど
に
よ

っ
て
外
国
人
登
録
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
永
住
し
て
い
な
い
外
国
人

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
と
同
様

に
登
録
の
際
、
指
紋
押
な
つ
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
七
年
後
の
二
0
0
0
(平
成

十
二
)
年
四
月
、
よ
う
や
く
指
紋

押
な
つ
制
度
が
全
て
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
合
理
性
や

必
要
性
の
な
い
制
度
は
消
え
て
い

き
ま
す
。
い
わ
れ
の
な
い
風
習
や

因
習
も
同
じ
様
に
消
し
去
り
た
い

も
の
で
す
ね
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

4
3H
S
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 消

息

( 女 ⑪ 交
羽石末 塚 お
藤浦な野 誕

が 生
里く 陽:ぉ
佳陽お 菜&め
~~幸 (で
松神せ川と
山にう
市納上

母父

俊

二

美
和
子

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

石
井
竹
男
(
横
山
中
)

中
山

義
高
(
熊
ノ
坂
)

渡
透
久
松
(
橡
谷
)

城

戸

清

紀

(
川

上
)

小
西
ユ
キ
ノ

(
神
納
)

大
森
サ
ト
子

(
百
合
谷
)

打品
威

的
歳

η
歳

侃
歳

mm
歳

η
歳

H13. 5.1現 1，362(ム 6)

H12. 5.1現 1，375(ム 19)

H11. 5.1現 1，402(ム 46)

H 10.5.1現 1，404(ム 48)

H 9.5.1現 1，418(ム 62)

人のうごき
(平成14年 5月1日現在)

世帯数 535戸
男子 659人
女 子 697人

計 1，356人


